
社会的課題

⼈⼝減少、超⾼齢化によ
り地⽅の市域では「⾃
助」「互助」「共助」
「公助」が脆弱化してい
る。

⾏政や地域⾃治組織だけ
では社会的困難者の実態
を把握できていない。

孤⽴者を⽀える若者が、
地域に閉塞感をいだき、
希望を失って地域から流
出。

相談窓⼝は設置された
が、様々な理由で相談に
たどり着けていない。

公的⽀援は縦割りのた
め、複合的な課題を抱え
る社会的困難者の⽀援は
不⼗分である。

様々なライフステージの
社会的困難者(希望を
失った⼈を含む）をはじ
め、誰もが安⼼して暮ら
せる持続可能な全世代型
地域共⽣社会の実現。

⽬指す地域像

社会的困難者が⽀援者につ
ながりやすい状態ができ始
めている

社会的困難者が継続的に⽀
援者につながりサポートが
得られ始めている

社会的困難者が地域内外の
関係者と広くつながり始め
ている

実⾏団体の課題がひとつで
も解決されている

社会的困難者を⽀える地域
共⽣社会づくりを⾏う⺠間
公益活動が促進される

活動によって
⽬指す状態

社会的困難者が⽀援者にア
クセスできる体制が構築さ
れはじめている

アクセスできた社会的困難
者と継続的につながりサ
ポートできる体制が構築さ
れはじめている

地域の課題と認識し、応援
者ができる協働の仕組みが
構築されはじめている

社会的困難者と地域をつな
げる実⾏団体への⽀援の実
施

そのために必要な
活動の結果

社会的困難者とつながるた
めに、アクセスしやすい場
所・機会・仕掛けづくりな
どの環境整備

アクセスできた社会的困難
者とつながり続けるための
サポート体制づくり

地域に社会的困難者の状況
を知らせ、社会課題と認識
し応援ができるように、地
域との協働のしくみの構築

実⾏団体の発掘・⽀援（資
⾦助⾔、⾯談による助⾔、
実⾏団体同⼠の交流、広報
⽀援など）

活動内容

地⽅市域の現状 中⻑期（5〜10年後程度） 事業完了時 事業完了時 事業期間

指標：対象を図るものさし

「社会的困難者を⽀えるローカルアクション(TeamHUN)」事業計画概要図

様々なライフステージの社会
的困難者:⽇常の暮らしの中
で⽣きづらさ感じる⼈たち
(不登校の児童⽣徒、孤⽴す
る産前産後の⼥性、移動困難
者、認知症の⼈、発達障害
者、経済的困窮者、引きこも
りの⼈、難病のある⼈、コ
ミュニケーション・⽣活等に
困っている外国⼈、地域に希
望を失っている⼈など)

対象グループ

成功体験数の内容・数：12団体×50⼈
アクセス体制図：12地域

成功体験数の内容・数：12団体×50⼈
サポート・アウトリーチ体制図：12地域

成功体験数の内容・数： 12団体×50⼈
地域のネットワーク図：12地域

⽀援した実⾏団体：12団体

アクセスできた数：12団体×50⼈
アクセス体制図：12地域

サポートしている⽀援者数：12団体×50⼈
サポート・アウトリーチ体制図：12地域

地域数： 12地域
地域のネットワーク図：12地域

課題解決できた具体例： 12団体

休眠預⾦等に係わる資⾦を活⽤した⺠間公益
活動の実⾏団体数：本事業の実⾏団体数+13 

主語：対象グループ 主語：実⾏団体

主語：資⾦分配団体主語：実⾏団体、地域 主語：資⾦分配団体

主語：実⾏団体

実⾏団体
対象グループを地域とつなぐ
活動を⾏う地域の⽀援団体
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TeamHUN

資
⾦
計
画

⾮
資
⾦
計
画

TeamHUN:東近江市、雲南市、南砺市の３市域のコミュニティ財団のコンソーシアム
H:東近江三⽅よし基⾦、U:うんなんコミュニティ財団、N:南砺幸せ未来基⾦


